
 

令和 4 年度 大牧小学校  第２回学校運営協議会 ＜記録＞ 

Ｒ４．１０．２６（水） １０：３０～1２：２５ 

（欠席委員 … ３名） 

 

１ 開会行事（司会 教頭） 

＜校長挨拶＞ 早いもので間もなく１１月。この数日で気温も下がる中、ご参会いただきありがとうございます。

コロナの状況は、児童に感染者は無く、数人の濃厚接触者があるだけです。教員にもありません。 

   ６年生の学習状況調査ですが、８月に結果の報告がありました。国語、算数、理科の３教科いずれも国の

平均を上回りました。昨年より平均も伸び、特に理科の伸びが大きいです。昨年より、課題は「書く力」に

あり全教員で取り組んできました。この点は、伸びは見られるものの、他に比べるとまだ弱い状況です。 

保護者への公開を再開しました。１１月５日には校内音楽会を行います。宿泊行事も５年生、６年生で実

施できました。給食はなかなか元に戻せず黙食を継続しています。全校の朝会等は一部対面で他はリモート

とハイブリッドを継続しています。 

M＆М授業公開の研修に取り組んでいます。経験ある教員と経験の浅い教員がグループを作り授業公開を

行い、その後、協議を行っています。 

本日は、第１回の学校運営協議会に基づいて報告等を行いたかったのですが、ＳＳＮが実施できなかった

こともあり報告できません。本日の協議を次回に生かしていきたいと思います。 

 

２ 開会宣言（委員長） 

   これより第２回学校運営協議会を始めさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

３ 熟議 … 大牧地区の安全について 

（１）教頭より「第１回熟議をうけて」 

・「交通安全への対応」「後期学校ファームの維持・管理」「安全ネットワークの現状」の３点について、第１

回学校運営協議会の熟議と、その後の学校の取組状況について資料を基に説明しました。 

 

（２）質問、及び、熟議（敬称略）… ＜便宜的に記録係が話題を整理＞ 

① 自治会を通じた問題の改善 

  ・（委員A）自治会を通じていろいろできることがあるのはいいことだ。 

・（委員B）見沼台通りの標識が見えないこと、樹木が枯れていることを行政（本庁・道路一課）にお願

いした。近い内にハナミズキ１６０本が植えられるだろう。 

  ・（委員A）ハナミズキは地域の要望により植えたものだ。 

 ・１年に１回は花を楽しみたい。５，６，７丁目の自治会長連名で依頼した。 

  ・（教頭）道路のポールについて依頼したところ、地域の声によることを伝えるとすぐ対応してくれた。 

・（委員B）普段から自治会は行政に協力しているからできることだ。地域の「通り」の名称も、行政から検

討を依頼されたので、地域で検討・要望したところ、その通りになった。 

 ・（教頭）学校では、そうした自治会（地域）と行政とのつながりが見えにくいところがある。 

 ・（委員C）旭ヶ丘の坂の下の歩道では、常時見守りがいなかったが、今は、防犯ボランティアが毎朝立っ

てくれている。 

・（委員 A）本来、その道路は神社の土地だった。神社との話し合いで道路を広げたのだ。和田公園のトイ

レの改修も自治会の要望によるものだ。 

 

② 校地内の安全 

 ・（教頭）学校は、校地内の安全に限るのでなかなか地域は分かりにくい。ＰＴＡの名札シールの裏側に緑色

の「防犯パトロール」のシールを入れてもらっているが、これも安全面で抑止力になっていると思う。



 

学校への往復は「緑色の防犯パトロール」、校地内では「保護者名」となっている。 

 ・（委員A）なるほど往復は「防犯パトロール」、校地内では「名前札」はいいですね。 

 ・（教頭）今回、音楽会の通知では、この件について強めの指導をさせていただいた。 

 

③ 地域に見られる危険個所 

  ・（委員B）家の樹木がひどい状況だったが、自治会が動いて改善されたものだ。 

 ・（委員D）令和３年、市Ｐ協からの要望で、地域の安全について要望を整理した附島の「石窯パン」近くの

道路には歩道がない。スクールゾーンにしてほしい、通行止めにしてほしいと要望したが、警察等は、

地域全体の状況を考慮するので動きが遅い。 

 ・（校長）スクールゾーンや通行止めはかなりハードルが高い。道路に面しているすべての家庭の許可を取り、

通行証を学校が取りまとめる必要がある。 

  ・（委員D）尾間木小では、スクールゾーン設置の実績がある。 

 ・（委員A）みどり保育園前や明の星の交差点では、道路の信号はあるが歩道の信号はない。どう判断した

らよいのか。 

  ・（校長）歩行者用がないので、道路の信号に従うしかないだろう。 

 

④ 路上駐車について 

  ・（校長）先日苦情の電話があった。子どものお迎えの車の駐車で近隣が迷惑しているというものだ。学

校の南側の道路が多いようだ。先日偶々通りがかった時（１５:３０）に3 台の駐車があった。通行の妨

げとなっている。電柱に「駐車禁止」の掲示が合っても、ドライバーが乗っていれば「停車」となる。

ＰＴＡにもお願いしたい。しかし、お迎えの内容にもよる。例えば、松葉杖の子どもなど止むを得ない

場合もある。許可証を持たせる等の策もあるが、柔軟に対応したい。 

  ・（委員B）学校だよりに書いてみたらどうか。 

 ・（委員A）グリーンベルトへの停車も問題だ。 

 ・（委員B）遠い所に駐車していただくしかないだろう。 

 ・（委員D）100 円駐車場もこの近辺にはないので、難しい問題だ。 

 ・（委員B）0 にならなくても、目に余ることがある。 

 

⑤ 不審者情報への対応 

  ・（委員E）不審者情報の対応の流れを保護者は理解しているだろうか。警察対応を嫌がる傾向があるので

はないだろうか。 

・（教頭）学校としては、「あやしい」⇒「家庭に連絡」⇒「第一報を警察に」という流れをお願いしている。 

実害があれば事情聴取があるかもしれないが、学校としては、第一報は警察にお願いしたい。 

学校は情報がなければ対応ができないし、対応が遅れれば加害者を利してしまう。 

  ・（委員E）根気強く、学校だよりの欄外に書いたらどうか。案外、「欄外を見る」ものだ。 

 ・（教頭）欄外の発想が無かった。是非取り入れたい。 

  ・（委員 F）保護者の名札の表裏の認識が無かった。明確にしたい。ＰＴＡ生活安全委員会で対応したい。 

   車のお迎えは通学以外の時間帯、習い事のお迎えの方が問題だ。不審者のとらえ方も様々。学校だより

の活用は良いと思う。「お願いの体」で刷り込んでほしい。 

  ・（委員G）まち探検をしたが、保育園の裏の雑木林が暗いので何とかならないか。これまでの話で自治会

を通せば何とかなるのではないか。街灯も暗い。 

 ・（委員B）グリーンベルトの設置か、できるとすれば街灯をつけることか。落ち葉が近隣の家に入ることで

問題になったが、その先が進まなかった。 

 ・（委員D）現状を考えると難しい。現場を避けて通るより仕方ないか。 

  ・（委員B）少なくとも土地はしばらく現状のままのようだ。 



 

 

（３）意見の申出（各委員より） 

 ・（委員B）教員が早く帰れるように。今日のような意見交換の場が増えると良い。 

 ・（委員C）運営全般の中で、5・6 年生の変化はどうか。 

・（校長）一部教科担任制のことですね。5・6 年5 人と本部教員で、9 教科のうち8 教科を行っている。

順調に機能していると言える。課題は、①学年行事があると調整が難しいこと、②担任は国語ともう一教

科を担当するが、時間を調整するとき国語のみ融通が利くので国語の時間が不足すること。この改善が難

しい。 

 ・（委員C）担任の制度、研修の仕組み、（自分のイメージ）刺激が多くよいと思うのだが、教員の負担になら

ないような枠組みをお願いしたい。 

 ・（校長）教科担任制は準備の時間が 1 回で済む。それを複数の学級で使える。利根澤様の話に対応できるよ

うにしていきたい。 

 

 ・（委員C）学校行事が戻っている。マスク生活の子どもへの影響（マスクへの依存）はあるのか。マスク

を取ってもいいよというときに、うまく着地できるようにしていただきたい。 

 ・（校長）依存はあるかもしれない。「運動では取っていいよ」と言っても、圧倒的に外さない状況がある。強

制できないのでもどかしい。登校指導で自分は外している。しかし、行き交う大人が全て付けている中で、

子どもが外すのは難しい。 

 ・（委員C）気持ち的に外せない子もいる。 

 ・（委員D）ファッションの一部になっている。 

 ・（委員E）運動会の得点発表を振り返ってほしかった。（保護者が見えない） …（同感の声あり） 

   警備員に声を掛けられ安心感を覚えた。マスクは自分から外すようにしている。 

 

 ・（委員D）主に中学校と思うが部活動の指導員について小学校は変わるのか。教科担任制はギリギリ。コロ

ナによる自習の時間を見ていると足りてないのではと思う。問題提起だけする。 

 ・（教頭）小学校に通知等はない。 

 ・（委員G）遅くまで学校に電気がついている、感謝の気持ちばかりだ。ハンディを抱えた児童が通常学級で生

活する中で、「違っていいんだ」と感じさせてほしい。 

 ・（委員F）①宿泊に伴うバスの発着の変更、 ②支援級が騒がしいことについて。行きづらい子どもも

いる。ＳＡ全員で対応していると、通常級で取りこぼす子どもが出てしまう。ＳＡの数はふやせるのか。 

一斉指導が不可能な状況のとき、複数の教員配置によりみんなで一緒に過ごせるようにできたらよい。 

 ・（校長）バスの件は、他の通行者への配慮と教員の対応の負担軽減を考えてのことだ。昨年から候補地として、

梅所公園、セキ薬局を考えていた。梅所公園には幼稚園の送迎バスがあるので無理、セキ薬局の営業時間

を考慮することで実施した。バスの出入りも楽だった。ただ、「はじめの会」の実施は無理がある。 

   また、教員の数やＳＡの数は、法律や予算で決まるため難しい。 

 ・（委員A）幼稚園も道路での乗降はなくしている（保育園も）。 教科担任制は進み具合が同じでいい。 

   採用についての申出は、よく教育委員会が取り入れたと思う、良く出してきたと思う。我々の責任も重い。 

 

５ 本日のまとめ、及び、６ 諸連絡（教頭） 

  ・本日の内容は、１２月のSSN におろしていきたい。 

  ・次回は、１月３１日、１学期の評価シートへの対応をお願いしたい。 

  ・１１月の校内音楽会は、感染対策として、保護者と教職員のみで実施したい。 

 

７ 閉会宣言（委員長） 

  ・長時間ありがとうございました。             （文責 学校地域連携コーディネーター） 



 

  


